
折本たつのりが目指すこと
日本一の「教育先進都市」へ

千葉県は小中学校におけるいじめ件数が全国ワースト1位、対教師暴力などの暴力行為の発生件数が全国ワースト3位
です。一方で、最近の千葉県教育委員会は、不適格教員によるセクハラなどの不祥事が後を絶ちません。公教育の荒廃は、
教育格差を拡大させ、「教育機会の均等」という理念を形骸化させます。
2017年9月に公表されたOECD（経済協力開発機構）の2017年版の教育白書によると、日本でGDP（国内総生産）に
占める公的教育費の支出額の割合は3.2％（2014年）と加盟国の中で最も低く、子ども・若者1人あたりの公的教育費でも
みても、5,386ドルと、主要国のなかでは韓国（4,594ドル）に次いで低い数値です。（アメリカは6,848、イギリスは
7,356、ドイツは7,426、フランスは7,000、スウェーデンに至っては、10,342ドルと日本の二倍近くを費やしています。）
これまで浦安は、若くて財政が豊かな街と言われてきましたが、これからは急激な高齢化と人口減少によって厳しい財政
状況が予測されています。今こそ、教育こそ将来の成長のカギを握る最重要政策と位置づけ、日本一の「教育先進都市」
を目指すべきです。

●教員人事権を千葉県から浦安市の教育委員会に移譲し、
　学級編成やカリキュラムなどで浦安市独自の取り組みを可能にし、学力の向上を図ります。
●過酷な勤務実態にある教員の待遇を改善し、優秀な人材の獲得に努めます。
●浦安市を教科書採択における単独採択地区に変更します（現状は市川市との共同採択）。
●我が国の伝統に根差した歴史・道徳教育を行います。

四方を海と川に囲まれた浦安の歴史は水害との闘いの歴史です。特に、近年
最大雨量100ミリを超える集中豪雨が多発する一方で、浦安市の排水ポンプ
の許容雨量は最大50ミリに過ぎません。よって、大雨による高潮や内水氾濫
のリスクはかなり大きいのが現状です。
また、浦安市は元町を中心に、地震で大規模火災が起こる可能性の高い危険
な密集市街地が８ヘクタールも残存します。国の対策にもかかわらず、解消
率は9％にしか至っていません。これは同様の密集市街地が存在する１４都
府県２９市区町のなかでも愛知県安城市（７％）についでワースト２位です。
市民の生命と安全を守るため、国や県、市が連携し、建替えへの補助や道路
拡張のための土地取得などの対策を強化し、早急な解消を目指さなければ
なりません。

●排水機能の強化や護岸の整備を推し進めます。
●密集市街地対策の強化を計ります。

本来議会は、予算が公平公正に使われているかをチェックするのが役割です。しかし、残念ながら現在の浦安市議会は、
行政の追認機関と化しているといっても過言ではありません。その一例が、新浦安駅前に出来た新しい音楽ホールです。
この施設建設を巡っては、不透明な土地の交換によって市民の財産が失われたことに加え、市民の税金が毎年5億円、
30年で総額150億円も費やされることを議会が追認しました。この後世にツケを残す決定をした議会の責任は重大です。
私折本たつのりは、私たち世代の責任として、議会本来の役割を取り戻すため、全力で取り組みます。 

●議会本来の役割を取り戻すため、全力で取り組みます。

市議会の本来持つ機能を取り戻す

災害に強い街づくり


